
NO.２６
R ２．１２．２４
菊陽西小学校
文責：草場ルミ子

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
忘
れ
ら
れ
な
い
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
を
世
界
中
の
人
が
願
っ
て
い
ま
す
。
学
校
も
、
コ
ロ
ナ
の
前
の
生
活
に
戻
れ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
子
ど

も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
学
校
生
活
で
も
新
し
い
発
想
を
、
工
夫
を
、
そ
し
て
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
運
動
会
も
、
修
学
旅
行
や
移
動
教
室
も
、
学
習
発
表
会
も
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
全

く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
毎
年
こ
の
形
で
も
い
い
か
も
・
・
！
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
も
多

く
、
私
た
ち
が
い
か
に
限
ら
れ
た
狭
い
視
点
か
ら
の
考
え
し
か
な
か
っ
た
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

大
変
な
中
に
も
う
れ
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
よ
。
個
人
的
に
は
、
５
月
頃
「
今
年
の
漢
字
は

『
密
』
！
」と
先
生
た
ち
に
言
っ
て
た
ら
、
そ
れ
が
ピ
タ
リ
と
当
た
っ
て
、
先
生
た
ち
に
自
慢
し
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
小
さ
な
う
れ
し
い
！
楽
し
い
！
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！

菊陽町人権子ども集会は、
今年で３６回目になります。
例年は、菊陽中学校の体育館
に集まり行われていましたが、今年はリモートで開催されました。本校では、
６年生が６年１組と６年２組の教室で、５年生が５年１組の教室で、４年生が
４年１組で集会に参加しました。児童の参加者は全部で１５６名でした。また、
会議室から「大会宣言文」（案）を人権ハートフル委員会の代表の子どもたち
が提案しました。
以下は宣言文の一部です。

この集会で次の三つのことを宣言し、採択されました。

大人も子どもも全ての人がこのようなことを意識して生活することが大切だ
と思います。それは、西っ子人権宣言「みんなでつくろう明るい笑顔」の目指
すところでもあります。

相手によって態度を変えたり、グ
ループに入れない雰囲気をつくった
りして友だちの気持ちを傷つけてし
まっている人たちがいます。

障がいがあるから、外国にルーツが
あるから、「○○のくせに」と言って
相手のことをよく知ろうともしない
で傷つけるような言動をとっている
人たちもいます

相手の気持ちや個性などを大切に
せずに落書きをしたり SNS などで
悪口を書き込んだりする人たちがい
ます。

言われて心が傷ついたり、自
分に自信がなくなったりして
いる人はいませんか。つらい思
いをしている人はいませんか。

あなたの言動で誰かを傷つけ
てはいませんか。もやもやした
気持ちや不安を、誰かにぶつけ
ることではらしていませんか。

関わりたくないからといって見
て見ぬふりをしていませんか。
相手のことをよく知りもしない
で態度変えや勝手な決めつけを
していませんか。

○いじめや差別を他人事でなく、自分のこととして考え、自分の行動をふり返っ

ていきます。

○自分の思いを伝え、自分から差別をなくす行動をしていきます。

○お互いのことを知り合い、いじめや差別を許さないなかまをつくっていきます。

今年は、くまもと障がい者労働センター代表の倉田
さんに何度も西小に来ていただきました。
職員の研修を低中高に分けて３回。（密を避ける意

味もありますが、少人数の方が本音トークができるからです。）５年生の子どもたち
にもお話をしてもらいましたし、年明けには３年生の子どもたちへのお話も依頼し
ています。
私自身、倉田さんのお話は何度もお聞きしていますが、心に残る言葉がたくさん

あります。倉田さんの言葉だからこそ伝わる言葉だと思います
下の絵をを使って、「平等」と「合理的配慮」の話もされますが、絵を見ただけで、
合理的配慮の大切さが分かります。

○障がいは不自由だが不幸ではない。
○価値のない人間はいない。存在そのもの
が、尊敬すべきものである。
○「どうせ・・」という言葉を「せっかく
・・」という言葉に変える。

○「負ける」ことは終わりじゃない。
「あきらめる」ことが終わりなのだ。

○あなたの一言で仲間を失うことがある。
あなたの一言で仲間を救うことがある。

コロナ禍の今、私たち大人が、子ど
もたちに教えていきたいものです。

平 等 合理的配慮


